
【本校キャッチフレーズ】 『気づき，学び，思いやり，互いに高め合う中央中』

み ん な に 平 等 に あ る も の と は …

校長 飯隈 和彦

１学期は，大きな事故等もなく充実した学期になったことを嬉しく思い
ます。子ども達は，毎日の学校生活の中で，それぞれの個性を発揮し，４
か月あまりの間に，学習面・生活面ともに成長を感じます。本当によく頑
張りました。
さて，表題の「平等」とは，「偏り（かたより）や差別がなく，皆に等しい

こと」です。
では，世界中の誰でも平等にあるものとは，いったい何でしょうか。
それは，「時間」です。
１日24時間。この「時間」だけは，どんな人にも，分け隔てなく平等にあるのです。
でも，この「時間」は，使い方によっては，「何倍も価値あるもの」になったり，「殆ど価値のないも

の」になったりします。
一方で，同じ「時間」なのに長く感じたり，短く感じたりしてしまう不思議なものでもあります。
「時間」を有効に使うことができる人とはどのような人でしょうか。
例えば，洗濯や掃除をしながら，他のこともできる人。または，時間を忘れるぐらいに集中して勉

強や運動，やるべき事等に，計画的に取り組み自分の成長につなげる人のことで，同じ「時間」で
も，２倍，３倍の価値あるものに「時」を操作できる人と言えます。
一方で，「テレビ」や「ゲーム」をして，ダラダラと無駄に時間を過ごしてしまい，終わった後に何も

得ることなく，ただ単に「時間」だけが過ぎ去ってしまう人もいます。
もちろん，テレビやゲームをすることで，ストレスを発散したり，その時間だけでも「嫌なことを忘れ

られる」等の効果があったりするので，一概に全てが無駄だとは言い切れません。
でも，中学生のみなさんにとっては，目の前に立ちはだかる「宿題」や「やるべきこと」等は，テレ

ビやゲームで後回しにしたとしても解決することはなく，頭の中でさらに大きな壁となり，時には夢の
中まで入り込んで，あなたを悩ます存在になるのかもしれません。
つまり，「宿題」など，どうしても避けて通れないものは，「逃げられないもの」「やるしかないも

の」であり，勝手に「時間」が解決してくれるものではないのです。
これまで，何度も計画を立て，取り組んできたけれど，何度も失敗してきた「夏休み」。
今年こそは，無駄な時間を少しでも無くす工夫に努め，しっかりとした計画を立て，「時間を有効

に使う強い意志力」をもって，長い夏休みを有意義に過ごせるよう取り組んでほしいと思います。
あなたにとって，「強い意志力」を身に付けることは，自分自身の将来を支える貴重な能力を身

に付けるということです。
最後になりましたが，保護者や地域の皆様には，１学期，学校へのご支援・ご協力に心から感謝

申し上げます。引き続き，家庭や地域で過ごす夏季休業中も，中央中生の見守りをよろしくお願い
いたします。
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７月12日(土)午前実施

例年通り，今年度も課題曲と自由曲の２曲を披露しましたが，どの学級もこれまでの練

習を存分に発揮し，すばらしい歌声を響かせてくれました。 1年生は初めての参加で緊張

。， ，している様子が伝わりました 2 3年生はハーモニーに気をつけて表現豊かに歌っていて

それぞれの学年らしさが出た合唱でした。 今回の合唱を通して，学級の絆がより深まっ

たことでしょう。 生徒の皆さん本当にお疲れ様でした。たくさんの保護者の方にもご参

観いただき，生徒の励みとなりました。ありがとうございました。

（ ）３年２組 ３年１組 ２年１組金賞 金賞 金賞最優秀賞

１年１組 １年２組銀賞 銀賞

(３年)計屋 一輝，眞邉 佑一郎ベスト指揮者賞

(３年)吉原 千晴ベストピアニスト賞

６月29日（日）中央中体育館で，ＰＴＡ親 ５月26日～6月13日の3週間，中央中卒業

睦ミニバレー大会がありました。各学級１ 生の日髙丈さん，若本流音さんの２名が中

チームで９人制ルールのリーグ戦を行い， 央中学校で教育実習に取り組みました。学

熱戦が繰り広げられました。笑顔あふれる んだことを生かして後輩たちに立派な授業

楽しく盛り上がった大会となりました。 を行うことができました。

6月30日，鹿児島大

口永良部島湯向集落遺跡の整理作業体験学准教授他外部から ４日(月)

講師を招いて，学習 11日(月) リフレッシュウィーク(～17日)

者主体の授業や授業 12日(火) 校納金引落日

研究の進め方につい 13日(水)～15日(金)学校閉庁日

て研修しました。他校の先生方も参加して 21日(木) 出校日

中央中の先生方といっしょに生徒に還元で 24日(日) ＰＴＡ親子奉仕作業(6:30～）

きるよう熱心に研修を深めました。


